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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興ワールドＲＥＩＴファンド」は、2024年８月21日に第41期の決算を行ないましたので、期中の運
用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 

(クローズド期間) 

2004年５月11日から原則無期限です。 

(クローズド期間は、原則全期間です｡) 

運 用 方 針 
主として「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成

長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

日興ワールドＲＥＩＴファンド ｢世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 
世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 
日興ワールドＲＥＩＴファンド 

投資信託の受益証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託

以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

第１計算期は、収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額

水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 ＜450871＞ 

日興ワールドＲＥＩＴファンド 

第41期（決算日 2024年８月21日） 
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日興ワールドＲＥＩＴファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

37期(2022年８月22日) 15,397 100 15.6 411.63 12.3 96.6 22 

38期(2023年２月21日) 14,285 100 △ 6.6 380.03 △ 7.7 95.9 20 

39期(2023年８月21日) 14,412 100 1.6 381.69 0.4 95.9 20 

40期(2024年２月21日) 15,614 100 9.0 417.38 9.4 95.7 22 

41期(2024年８月21日) 16,887 100 8.8 449.23 7.6 96.3 24 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 参考指数は、スタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシズ エル エル シー社（Ｓ＆Ｐ社）の発表する「Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指

数（税引後配当込み）」を円換算した指数で、設定時を100として2024年８月21日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
       

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年２月21日 15,614 － 417.38 － 95.7 

２月末 15,684 0.4 418.30 0.2 96.2 

３月末 16,304 4.4 434.64 4.1 96.4 

４月末 16,132 3.3 427.35 2.4 96.4 

５月末 16,362 4.8 432.63 3.7 96.5 

６月末 17,011 8.9 452.17 8.3 96.4 

７月末 17,301 10.8 457.66 9.6 96.5 

(期  末)      

2024年８月21日 16,987 8.8 449.23 7.6 96.3 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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日興ワールドＲＥＩＴファンド 

○運用経過 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額およびＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は、期首（2024年２月21日）の値

が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は当ファンドの参考指数です。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託に投資を行ない、イ
ンカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期
間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 
＜値上がり要因＞ 
・長引くインフレや早期利下げ観測の後退が懸念材料となる一方で、堅調な経済データや底堅い企業決算が

好感されたこと（2024年２月）。 
・予想を上回る経済データやインフレ率の上振れが見られる一方で、主要中央銀行がハト派（金融緩和的な政

策を支持）的な論調を強め早期利下げの可能性が依然として高いことやその時期が近づいていることを示
唆したこと（2024年３月）。 

・主要中央銀行のタカ派（金融引き締め的な政策を支持）的な姿勢の弱まり、インフレ鈍化の兆しや経済デー
タの下振れなどを受けて複数の市場で利下げ期待が高まったこと（2024年５月）。 

期中の基準価額等の推移 
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日興ワールドＲＥＩＴファンド 

・インフレの鈍化傾向が継続する中、複数の主要中央銀行が利下げ開始に踏み切ったことや、今後数ヵ月内の
利下げ開始の可能性を示唆したこと（2024年６月）。 

・景気の先行きに関する警戒感が和らいだことや、利下げ観測が強まったこと（2024年８月）。 
 

＜値下がり要因＞ 
・予想を上回る経済データおよびインフレ指標を受け、早期利下げ観測が後退したこと（2024年２月）。 
・予想を上回る経済データやインフレ率の上振れを背景に利下げ開始時期が先送りされ、長期金利の上昇基

調を背景に特に米国市場において利下げ観測が後退したこと（2024年４月）。 
 

 

（グローバルＲＥＩＴ市況） 
期間の初めの数ヵ月は、利下げの最終的なタイミングやペース、インフレや世界経済の行方などの不確定要

素を背景に一進一退の展開となりました。2024年４月後半以降は、インフレ鈍化の兆しが明らかになるにつ
れ、利下げ観測を背景に長期金利が低下するなど、緩和的な金融環境を追い風に上昇基調で推移しました。 

現地通貨ベースでは、2024年第２四半期半ば以降上昇基調となり、第３四半期にはさらに大幅に上昇しまし
た。一方で、第３四半期の円建てのリターンは円高進行がマイナスに影響し、下落から横ばいとなりました。 

 
（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 
 

 

 

（当ファンド） 
当ファンドは、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 
 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 
ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）が良好で安定した分配金利回りが見込めるＲＥＩＴに投資を行な

い、インカムゲインおよびキャピタルゲインをバランスよく獲得することをめざして運用を行ないました。 
ポートフォリオにおいては、市場の見通しや相対的価値判断に基づき、地域、セクター、銘柄のアロケー

ション変更を行ないました。英国、カナダおよび大陸欧州のウェイトを増やし、米国および日本のウェイトを
減らしました。  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 



品 名：90002_450871_041_04_日興ワールドＲＥＩＴファンド_1026575.docx 

日 時：2024/10/4 17:32:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

日興ワールドＲＥＩＴファンド 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１口当たり、税込み） 

項 目 
第41期 

2024年２月22日～ 
2024年８月21日 

当期分配金 100  

(対基準価額比率) 0.589％ 

 当期の収益 100  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,434   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円

ベース）は当ファンドの参考指数です。 
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日興ワールドＲＥＩＴファンド 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を原則として高位に組み

入れて運用を行ないます。 

 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 

インフレ鈍化の兆候、金融環境の緩和傾向や、減速しながらもポジティブな世界経済の成長率見通しなどを

背景に、グローバルＲＥＩＴ市場の見通しは明るいものとなっています。世界的な金融緩和サイクルが進行す

る中、米国やその他複数の主要中央銀行が利下げ開始に踏み切り、または早期利下げ開始の可能性を示唆して

おり、投資家の関心は金融緩和への転換から景気冷え込みの度合いや景気後退の可能性へと向かい始めてい

ます。 

金融環境は2024年の年初来タイト化が進んでいましたが、世界的な金融緩和サイクルの進行を背景に足元

では緩和傾向となっています。金利およびインフレ率の最終的な水準に関しては不透明感があるものの、

ＲＥＩＴ市場においては金融引き締めの影響が既に株価に反映されていることから、向かい風は近年の水準

と比較して弱まるものと見込んでおり、また金融環境の緩和進行は潜在的な追い風になりうると考えます。 

不動産ファンダメンタルズの見通しは、最近のピーク時からはいくらか緩やかになっているものの引き続

き堅調な推移が見込まれます。ＲＥＩＴ各社の経営陣によるコメントや見通しは年初より前向きになり、業績

予想は改善しました。引き続き不動産ファンダメンタルズの緩やかな軟化が見込まれますが、ＲＥＩＴ市場全

体としては持続的な成長を実現すると予想しています。また一部セクターでは、資本コストや資金調達環境の

改善を背景に外部成長率の改善が期待されます。 

バリュエーション（価値評価）の観点から見ると、グローバルＲＥＩＴは純資産価値（ＮＡＶ）に対しいく

らか割高となっていますが、一部特定のセクターや地域では引き続き大幅な割安感を維持しています。不動産

価格の推移を予想することは困難ながら、ビッドアスクスプレッド（買値と売値の差）の縮小が続き、不動産

取引が活発化するにつれ、上向く可能性もあると見込んでいます。グローバルＲＥＩＴは株式対比では引き続

き長期平均に対して割安、債券対比ではいくらか改善が見られるものの同等水準またはいくらか割高である

とみています。 

金融引き締めの影響が既に株価に反映されていること、堅調な経済成長が見込まれることや、多くの

ＲＥＩＴが強固な財務基盤を維持していることから、グローバルＲＥＩＴは引き続き魅力的なリターンを生

み出すことが期待されます。また、今後金融環境の更なる緩和が進んだ折には、ＲＥＩＴ市場および不動産価

格を支える追い風になるものと見込んでいます。 

ポートフォリオについては、引き続き、独自の評価に基づいたＲＥＩＴの資産価値および市場価格の比較に

おいて、相対的に魅力的であると判断されたＲＥＩＴを組み入れていく方針です。資産価値の評価には、現在

の配当、保有不動産の質、経営陣の能力、内部成長の潜在性、新規投資による外部成長の可能性などが含まれ

ます。これらを考慮したバリュエーションは定期的かつ機動的に見直され、それにより長期的な収益増加と保

有資産の質の向上が見込まれるＲＥＩＴを選別することが可能となります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

  



品 名：90002_450871_041_04_日興ワールドＲＥＩＴファンド_1026575.docx 

日 時：2024/10/4 17:32:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

日興ワールドＲＥＩＴファンド 

○１口当たりの費用明細 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 117  0.711  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 72)  (0.438)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 38)  (0.230)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.047   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  8)  (0.047)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.016   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  3)  (0.016)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.015   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.013)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 130   0.789    

期中の平均基準価額は、16,465円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、簡便法により算出した結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.46％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１口当たりの費用明細」にてご確認いただけ

ますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界ＲＥＩＴマザーファンド － － 82 367 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年８月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 5,374 5,292 23,875 
 
（注） 親投資信託の2024年８月21日現在の受益権総口数は、68,750,323千口です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年８月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 23,875 96.3 

コール・ローン等、その他 926 3.7 

投資信託財産総額 24,801 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界ＲＥＩＴマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（291,113,210千円）の投資信託財産総額（311,731,691千円）に

対する比率は93.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=145.60円、1カナダド

ル=106.92円、1メキシコペソ=7.6652円、1ユーロ=161.98円、1イギリスポンド=189.78円、1オーストラリアドル=98.27円、1香港ドル

=18.69円、1シンガポールドル=111.57円。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年８月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 24,801,125   

 コール・ローン等 782,973   

 世界ＲＥＩＴマザーファンド(評価額) 23,875,990   

 未収入金 142,158   

 未収利息 4   

(B) 負債 314,933   

 未払収益分配金 145,000   

 未払信託報酬 169,498   

 その他未払費用 435   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 24,486,192   

 元本 14,500,000   

 次期繰越損益金 9,986,192   

(D) 受益権総口数 1,450口 

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,887円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は14,500,000円、期中追加設定元本額

は0円、期中一部解約元本額は0円です。 

（注） １口当たり純資産額は16,887円です。 
 

○損益の状況 (2024年２月22日～2024年８月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 220   

 受取利息 220   

(B) 有価証券売買損益 2,161,264   

 売買益 2,161,264   

(C) 信託報酬等 △   169,933   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,991,551   

(E) 前期繰越損益金 11,074,892   

(F) 追加信託差損益金 △ 2,935,251   

 (配当等相当額) (   8,008,154)  

 (売買損益相当額) (△10,943,405)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 10,131,192   

(H) 収益分配金 △   145,000   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,986,192   

 追加信託差損益金 △ 2,935,251   

 (配当等相当額) (   8,008,154)  

 (売買損益相当額) (△10,943,405)  

 分配準備積立金 12,921,443   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委

託するために要した費用のうち、2024年２月22日～2024年８月

21日の期間に当ファンドが負担した費用は45,484円です。 
 

（注）分配金の計算過程（2024年２月22日～2024年８月21日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年２月22日～ 
2024年８月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 471,400円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 1,393,435円 

c. 信託約款に定める収益調整金 8,008,154円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 11,201,608円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 21,074,597円 

f. 分配対象収益(１口当たり) 14,534円 

g. 分配金 145,000円 

h. 分配金(１口当たり) 100円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

１口当たり分配金（税込み） 100円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年２月22日から2024年８月21日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 当ファンドおよび投資対象マザーファンドである「世界ＲＥＩＴマザーファンド」について、運用における

参考指数を「Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円ベース）」から「Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、

ヘッジなし・円ベース）」に変更いたしました。当ファンドは2024年５月22日付け、「世界ＲＥＩＴマザーファ

ンド」は2024年４月６日付けにて変更いたしました。 

 このたび、当該参考指数が「配当込み」の値動きであることを明確化するとともに、投資する海外資産から

配当を受け取る際には税金が控除されるという運用実態と平仄を合わせることが受益者にとってわかりやす

い情報開示となり、より適切な投資判断につながるとの考えから変更いたしました。 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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